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オーストラリア・アーキビスト協会からのたより

オーストラリア・アーキビスト協会から全

史料協事務局あてに交流を希望する手紙が参

りました。要旨を紹介します。

* 
全史料協の仲間のみなさん

私たちオーストラリア・アーキピスト協会

は、アジア・太平洋地域の仲間のみなさんに

私たちの活動を広く知っていただきたし、と願

い、資料をお送りしています。

私たちの協会は 600人以上の会員を持ち、

『オーストラリア・アーキビスト協会会報』

というニューズレターを年 6回、『アーカイ

ブズ・アンド・マニュスクリプツ』という会

誌を年 2回発行しています。

協会からのニュースを同封しましたので、

全史料協の会誌に紹介してくれませんか?

また全史料協の活動についても私たちにお

知らせくださいませんか?

今後、お互いにより緊密な関係を結ぶこと

ができれば幸いです。

1990年 6月17日

オーストラリア・アーキピスト協会副会長

アン・マリー・シュワルトゥリッヒ

* 
オーストラリア・アーキピスト協会からの

ニュース(要旨)

本会の全国大会は一年おきで、前回は1989

年 6月、ホパートで開催されました。海外か

らの参加者も大歓迎。昨年は、カナダ、

ニュージーランド、パプア・ニューギニア、

インドなどから参加者がありました。

次の大会は、 1991年 6月11日から16日まで

シドニーで開催されます。準備委員会では、

研修会やツアー、レセプションを含め、エキ

サイティングなプログラムを計画中。 ICA

東南アジア部会、オーストラリア記録管理協

訳・安藤正人

会、オーストラリア図書館情報協会など関係

団体との円卓会議も考えています。

基調報告者には、文書館博物館情報学会会

長のデイピッド・ベアマン氏、ピッツバーグ

大学図書館情報学科長のトニー・カーボ・ベ

アマン氏を予定しています。

なお、来年からは大会は毎年開催されるよ

うになります。

では次に最近の本会の活動をご紹介します。

科学技術常任委員会は、オーストラリア・

アーカイブズ・カウンシルと共催で、 1990年

10月10日から12日まで、機械可読記録に関す

るセミナーを企画中。場所はシドニー。

広報情報委員会は、「アーキビストとは何

か ?Jと題するリーフレットを作成。引き続

き、アーキピストの資格に関するリーフレッ

トを準備中です。

本会が出版した KeepingArchives (記録

史料を守る〕は好評発売中。出版部では、英

国でも本書を普及したいと考えています。

(この本は、本誌記事「アーカイブズをまな

ぶ一文献案内海外編-Jに紹介してあります

一編集委員会〕。

各部会も、定例会や研修会に、忙しく活動

しました。たとえば、西オーストラリア部会

は1989年11月に、史料の組織化に関する 2日

間のセミナーを開催。 NSW部会は史料保存

研修会を継続中。 ACT部会は今年4月に、

各種クラブや協会の記録の管理についてセミ

ナーを聞きました。またNSW部会は、再生

紙と永久紙をめぐるセミナーを今年7月に計

画しています。

本会は、オーストラリア安全保障情報機構

の文書公聞についての意見書を議会合同委員

会に、個人犯罪歴の秘匿事項に関する意見書

をプライパシー・コミッショナーにそれぞれ



提出しました。

教育常任委員会は、次の 6本の方針案をま

とめました。

No. 1 史料管理のための教育

No. 2 教育常任委員会の役割と責務

No. 3 アーキビストの任務

No. 4 初等専門職レベルのコース

No. 5 高等レベルのコース

No. 6 アーキビストの現職者教育

なお、本会へのご連絡、お問い合わせは、

右記にお願いします。
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